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中
央
教
育
審
議
会
関
係
法
令

（
昭
和
二
十
三
年
七
月
十
日
法
律
第
百
二
十
号

（
抄
）

○
国
家
行
政
組
織
法

）

（
審
議
会
等
）

第
八
条

第
三
条
の
国
の
行
政
機
関
に
は
、
法
律
の
定
め
る
所
掌
事
務
の
範
囲
内

で
、
法
律
又
は
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
重
要
事
項
に
関
す
る
調
査
審

議
、
不
服
審
査
そ
の
他
学
識
経
験
を
有
す
る
者
等
の
合
議
に
よ
り
処
理
す
る
こ

と
が
適
当
な
事
務
を
つ
か
さ
ど
ら
せ
る
た
め
の
合
議
制
の
機
関
を
置
く
こ
と
が

で
き
る
。

（
平
成
十
二
年
六
月
七
日
政
令
第
二
百
五
十
一
号
）

○
文
部
科
学
省
組
織
令

（
抄
）

（
設
置
）

第
八
十
五
条

法
律
の
規
定
に
よ
り
置
か
れ
る
審
議
会
等
の
ほ
か
、
本
省
に
、
次

の
審
議
会
等
を
置
く
。

中
央
教
育
審
議
会

教
科
用
図
書
検
定
調
査
審
議
会

大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会

（
中
央
教
育
審
議
会
）

第
八
十
六
条

中
央
教
育
審
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

文
部
科
学
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
て
次
に
掲
げ
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す

る
こ
と
。

イ

教
育
の
振
興
及
び
生
涯
学
習
の
推
進
を
中
核
と
し
た
豊
か
な
人
間
性
を

備
え
た
創
造
的
な
人
材
の
育
成
に
関
す
る
重
要
事
項
（
第
三
号
に
規
定

す
る
も
の
を
除
く

）。

ロ

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
重
要
事
項

二

前
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
重
要
事
項
に
関
し
、
文
部
科
学
大
臣
に
意
見
を

述
べ
る
こ
と
。

三

文
部
科
学
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
て
生
涯
学
習
に
係
る
機
会
の
整
備
に
関
す

る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ
と
。

四

前
号
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
し
、
文
部
科
学
大
臣
又
は
関
係
行
政
機

関
の
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
。

五

生
涯
学
習
の
振
興
の
た
め
の
施
策
の
推
進
体
制
等
の
整
備
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
年
法
律
第
七
十
一
号

、
理
科
教
育
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法

）

律
第
百
八
十
六
号
）
第
九
条
第
一
項
、
産
業
教
育
振
興
法
（
昭
和
二
十
六

年
法
律
第
二
百
二
十
八
号

、
教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

）

百
四
十
七
号

、
学
校
教
育
法
、
社
会
教
育
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二

）

百
七
号

、
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
十
八
号

、
ス

）

）

ポ
ー
ツ
振
興
投
票
の
実
施
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
六
十
三

号
）
第
三
十
一
条
第
三
項
及
び
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

六

理
科
教
育
振
興
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
三
百
十
一
号
）
第
二

条
第
二
項
及
び
産
業
教
育
振
興
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百

五
号
）
第
二
条
第
三
項
及
び
学
校
教
育
法
施
工
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令

第
三
百
四
十
号
）
第
二
十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
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属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
中
央
教
育
審
議
会
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ

い
て
は
、
中
央
教
育
審
議
会
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
八
十
号
）
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
平
成
十
二
年
六
月
七
日
政
令
第
二
百
八
十
号
）

○
中
央
教
育
審
議
会
令

内
閣
は
、
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
八
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
組
織
）

第
一
条

中
央
教
育
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
い
う

）
は
、
委
員
三
十
人

。

以
内
で
組
織
す
る
。

２

審
議
会
に
、
特
別
の
事
項
を
調
査
審
議
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、

臨
時
委
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

３

審
議
会
に
、
専
門
の
事
項
を
調
査
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
専
門

委
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
委
員
等
の
任
命
）

第
二
条

委
員
は
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
文
部
科
学
大
臣
が
任
命

す
る
。

２

臨
時
委
員
は
、
当
該
特
別
の
事
項
に
関
し
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、

文
部
科
学
大
臣
が
任
命
す
る
。

３

専
門
委
員
は
、
当
該
専
門
の
事
項
に
関
し
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、

文
部
科
学
大
臣
が
任
命
す
る
。

（
委
員
の
任
期
等
）

第
三
条

委
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、

前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

２

委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

臨
時
委
員
は
、
そ
の
者
の
任
命
に
係
る
当
該
特
別
の
事
項
に
関
す
る
調
査
審

議
が
終
了
し
た
と
き
は
、
解
任
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

４

専
門
委
員
は
、
そ
の
者
の
任
命
に
係
る
当
該
専
門
の
事
項
に
関
す
る
調
査
が

終
了
し
た
と
き
は
、
解
任
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

５

委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

（
会
長
）

第
四
条

審
議
会
に
、
会
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
選
任
す
る
。

２

会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
審
議
会
を
代
表
す
る
。

３

会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
指
名
す
る
委
員
が
、
そ
の

職
務
を
代
理
す
る
。

（
分
科
会
）

第
五
条

審
議
会
に
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
分
科
会
を
置
き
、
こ
れ
ら
の
分

科
会
の
所
掌
事
務
は
、
審
議
会
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄

に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

名

称

所

掌

事

務

教
育
制
度
分
科
会

一

豊
か
な
人
間
性
を
備
え
た
創
造
的
な
人
材
の
育
成
の
た
め
の
教
育

改
革
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ
と
。

二

地
方
教
育
行
政
に
関
す
る
制
度
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議

す
る
こ
と
。

生
涯
学
習
分
科
会

一

生
涯
学
習
に
係
る
機
会
の
整
備
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議

す
る
こ
と
。
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二

社
会
教
育
の
振
興
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ
と
ス
（

ポ
ー
ツ
・
青
少
年
分
科
会
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く

。
。）

三

視
聴
覚
教
育
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ
と
。

四

生
涯
学
習
の
振
興
の
た
め
の
施
策
の
推
進
体
制
等
の
整
備
に
関
す

る
法
律
（
平
成
二
年
法
律
第
七
十
一
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
審
議
会

の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
及
び
社
会
教
育
法
（
昭
和
二
十
四
年

法
律
第
二
百
七
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら

れ
た
事
項
（
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
分
科
会
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を

除
く
）
を
処
理
す
る
こ
と
。

。

初
等
中
等
教
育
分
科
一

初
等
中
等
教
育
（
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
中

会

等
教
育
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
教
育
を
い
う
。
次
号
に

お
い
て
同
じ
）
の
振
興
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ

。

と
（
生
涯
学
習
分
科
会
及
び
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
分
科
会
の
所
掌
に

属
す
る
も
の
を
除
く

。
。）

二

初
等
中
等
教
育
の
基
準
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ

と
。

三

教
育
職
員
の
養
成
並
び
に
資
質
の
保
持
及
び
向
上
に
関
す
る
重
要

事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ
と
。

四

理
科
教
育
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
九

条
第
一
項
、
産
業
教
育
振
興
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十

八
号
）
及
び
教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七

号
）
の
規
定
に
基
づ
き
審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処

理
す
る
こ
と
。

（

）

五

理
科
教
育
振
興
法
施
行
令

昭
和
二
十
九
年
政
令
第
三
百
十
一
号

第
二
条
第
二
項
及
び
産
業
教
育
振
興
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政

令
第
四
百
五
号
）
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
審
議
会
の
権
限
に

属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

大
学
分
科
会

一

大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
に
お
け
る
教
育
の
振
興
に
関
す
る
重
要

事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ
と
（
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
分
科
会
の
所
掌

に
属
す
る
も
の
を
除
く

。
。）

二

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
の
規
定
に
基

づ
き
審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

三

学
校
教
育
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
三
百
四
十
号
）
第

二
十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら

れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

（

。）、

ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年

一

学
校
保
健

学
校
に
お
け
る
保
健
教
育
及
び
保
健
管
理
を
い
う

分
科
会

学
校
安
全
（
学
校
に
お
け
る
安
全
教
育
及
び
安
全
管
理
を
い
う
）。

及
び
学
校
給
食
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ
と
。

二

青
少
年
教
育
の
振
興
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ

と
。

三

青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ

と
。

四

体
力
の
保
持
及
び
増
進
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ

と
。

五

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ
と
。

六

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
十
八
号
、
ス
ポ

）

ー
ツ
振
興
投
票
の
実
施
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
六
十

三
号
）
第
三
十
一
条
第
三
項
及
び
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振

興
セ
ン
タ
ー
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
二
十
一
条

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
並

び
に
社
会
教
育
法
第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
審
議
会
の
権
限
に
属

さ
せ
ら
れ
た
事
項
（
青
少
年
教
育
に
係
る
も
の
に
限
る
）
を
処
理

。

す
る
こ
と
。
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２

前
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
分
科
会
に
属
す
べ
き
委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専

門
委
員
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
指
名
す
る
。

３

分
科
会
に
、
分
科
会
長
を
置
き
、
当
該
分
科
会
に
属
す
る
委
員
の
互
選
に
よ

り
選
任
す
る
。

４

分
科
会
長
は
、
当
該
分
科
会
の
事
務
を
掌
理
す
る
。

５

分
科
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
分
科
会
に
属
す
る
委
員
の
う
ち
か

ら
分
科
会
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
者
が
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

６

審
議
会
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
分
科
会
の
議
決
を
も
っ
て
審
議

会
の
議
決
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
部
会
）

第
六
条

審
議
会
及
び
分
科
会
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
部
会
を
置
く

こ
と
が
で
き
る
。

２

部
会
に
属
す
べ
き
委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
は
、
会
長
（
分
科
会
に

置
か
れ
る
部
会
に
あ
っ
て
は
、
分
科
会
長
）
が
指
名
す
る
。

３

部
会
に
、
部
会
長
を
置
き
、
当
該
部
会
に
属
す
る
委
員
の
互
選
に
よ
り
選
任

す
る
。

４

部
会
長
は
、
当
該
部
会
の
事
務
を
掌
理
す
る
。

５

部
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
部
会
に
属
す
る
委
員
の
う
ち
か
ら
部

会
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
者
が
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

６

審
議
会
（
分
科
会
に
置
か
れ
る
部
会
に
あ
っ
て
は
、
分
科
会
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ

）
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
部
会
の
議
決
を
も
っ

。

て
審
議
会
の
議
決
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
幹
事
）

第
七
条

審
議
会
に
、
幹
事
を
置
く
。

２

幹
事
は
、
関
係
行
政
機
関
の
職
員
の
う
ち
か
ら
、
文
部
科
学
大
臣
が
任
命
す

る
。

３

幹
事
は
、
審
議
会
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
第
五
条
第
一
項
の
表
生
涯
学
習
分

科
会
の
項
下
欄
の
第
一
号
に
掲
げ
る
重
要
事
項
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項

（
生
涯
学
習
の
振
興
の
た
め
の
施
策
の
推
進
体
制
等
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の

。

、

規
定
に
基
づ
き
審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
に
限
る

）
に
つ
い
て

委
員
を
補
佐
す
る
。

４

幹
事
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

（
議
事
）

第
八
条

審
議
会
は
、
委
員
及
び
議
事
に
関
係
の
あ
る
臨
時
委
員
の
過
半
数
が
出

席
し
な
け
れ
ば
、
会
議
を
開
き
、
議
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

審
議
会
の
議
事
は
、
委
員
及
び
議
事
に
関
係
の
あ
る
臨
時
委
員
で
会
議
に
出

席
し
た
も
の
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
会
長
の
決
す
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。

３

前
二
項
の
規
定
は
、
分
科
会
及
び
部
会
の
議
事
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
資
料
の
提
出
等
の
要
求
）

第
九
条

審
議
会
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、
資
料
の
提
出
、
意
見
の
開
陳
、
説
明

そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
庶
務
）

第
十
条

審
議
会
の
庶
務
は
、
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
政
策
課
に
お
い
て

総
括
し
、
及
び
処
理
す
る
。
た
だ
し
、
初
等
中
等
教
育
分
科
会
に
係
る
も
の
に

つ
い
て
は
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
初
等
中
等
教
育
企
画
課
に
お
い
て
、

大
学
分
科
会
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
高
等
教
育
企

画
課
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
分
科
会
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
文
部

4



科
学
省
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
企
画
課
に
お
い
て
処
理
す

る
。

（
雑
則
）

第
十
一
条

こ
の
政
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
議
事
の
手
続
そ
の
他
審
議
会
の

運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
会
長
が
審
議
会
に
諮
っ
て
定
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

5
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中
央
教
育
審
議
会
運
営
規
則

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
五
日

中

央

教

育

審

議

会

決

定

中
央
教
育
審
議
会
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
八
十
号
）
第
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
中
央
教
育
審
議
会
運
営
規
則
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
趣
旨
）

第
一
条

中
央
教
育
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
い
う
。
）
の
議
事
の
手
続
そ
の
他
審
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

中
央
教
育
審
議
会
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
会
議
の
招
集
）

第
二
条

審
議
会
の
会
議
は
、
必
要
に
応
じ
、
会
長
が
招
集
す
る
。

（
分
科
会
）

第
三
条

分
科
会
の
会
議
は
、
必
要
に
応
じ
、
分
科
会
長
が
招
集
す
る
。
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２

令
第
五
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
分
科
会
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄

に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
当
該
分
科
会
の
議
決
を
も
っ
て
審
議
会
の
議
決
と
す
る
。
た
だ
し
、
審
議
会
が
必
要
と
認
め

る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

分
科
会

事
項

生
涯
学
習
分
科
会

生
涯
学
習
の
振
興
の
た
め
の
施
策
の
推
進
体
制
等
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二

年
法
律
第
七
十
一
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
及

び
社
会
教
育
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
審
議
会
の

権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
（
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
分
科
会
の
所
掌
に
属
す
る
も
の

を
除
く
。
）

初
等
中
等
教
育
分
科
会

一

理
科
教
育
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
九
条
第
一
項
、
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産
業
教
育
振
興
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
及
び
教
育
職
員
免

許
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
審
議
会
の
権
限

に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項

二

理
科
教
育
振
興
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
三
百
十
一
号
）
第
二
条
第

二
項
及
び
産
業
教
育
振
興
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
五
号
）
第
二

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項

大
学
分
科
会

一

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
審
議
会

の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項

二

学
校
教
育
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
三
百
四
十
号
）
第
二
十
三
条
の

二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項

ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
分
科
会

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
十
八
号
）
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
の
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実
施
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
三
十
一
条
第
三
項
及
び

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
二

号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項

並
び
に
社
会
教
育
法
第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た

事
項
（
青
少
年
教
育
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

３

前
項
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
同
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
分
科
会
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議

会
が
あ
ら
か
じ
め
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
当
該
分
科
会
の
議
決
を
も
っ
て
審
議
会
の
議
決
と
す
る
。

４

前
二
項
に
規
定
す
る
事
項
に
つ
い
て
分
科
会
が
議
決
し
た
と
き
は
、
分
科
会
長
は
、
速
や
か
に
、
会
長
に
そ
の
議
決
の
内

容
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
分
科
会
の
議
事
の
手
続
そ
の
他
分
科
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
分
科
会
長
が

分
科
会
に
諮
っ
て
定
め
る
。
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（
部
会
）

第
四
条

部
会
の
名
称
及
び
所
掌
事
務
は
、
会
長
（
分
科
会
に
置
か
れ
る
部
会
に
あ
っ
て
は
、
分
科
会
長
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
同
じ
。
）
が
審
議
会
（
分
科
会
に
置
か
れ
る
部
会
に
あ
っ
て
は
、
分
科
会
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
諮
っ

て
定
め
る
。

２

部
会
の
会
議
は
、
必
要
に
応
じ
、
部
会
長
が
招
集
す
る
。

３

令
第
六
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
審
議
会
が
あ
ら
か
じ
め
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
部
会
の
議
決
を
も
っ
て
審
議

会
の
議
決
と
す
る
。

４

前
項
に
規
定
す
る
事
項
に
つ
い
て
部
会
が
議
決
し
た
と
き
は
、
部
会
長
は
、
速
や
か
に
、
会
長
に
そ
の
議
決
の
内
容
を
報

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
部
会
の
議
事
の
手
続
そ
の
他
部
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
部
会
長
が
部
会
に

諮
っ
て
定
め
る
。
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（
会
議
の
公
開
）

第
五
条

審
議
会
の
会
議
は
、
公
開
し
て
行
う
。
た
だ
し
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
審
議
会
が
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

２

審
議
会
の
会
議
の
公
開
の
手
続
そ
の
他
審
議
会
の
会
議
の
公
開
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
会
長
が
審
議
会
に
諮
っ
て

定
め
る
。

（
雑
則
）

第
六
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
議
会
の
議
事
の
手
続
そ
の
他
審
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
会
長

が
審
議
会
に
諮
っ
て
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
審
議
会
の
決
定
の
日
（
平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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中
央
教
育
審
議
会
の
会
議
の
公
開
に
関
す
る
規
則

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
五
日

中

央

教

育

審

議

会

決

定

中
央
教
育
審
議
会
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
八
十
号
）
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
中

央
教
育
審
議
会
の
会
議
の
公
開
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
会
議
の
公
開
）

第
一
条

中
央
教
育
審
議
会
の
会
議
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
公
開
し
て
行
う
。

一

会
長
の
選
任
そ
の
他
人
事
に
関
す
る
事
項
を
議
決
す
る
場
合

二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
会
長
が
、
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
公
平
か
つ
中
立
な
審
議
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
場
合

（
会
議
の
傍
聴
）

第
二
条

中
央
教
育
審
議
会
の
会
議
を
傍
聴
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
政
策
課
（
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こ
の
条
に
お
い
て
「
事
務
局
」
と
い
う
。
）
の
定
め
る
手
続
き
に
よ
り
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
中
央

教
育
審
議
会
の
会
議
を
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
し
、
そ
の
人
数
は
、
原
則
と
し
て
当
該
各
号

に
掲
げ
る
人
数
と
す
る
。

一

放
送
機
関
、
新
聞
社
、
通
信
社
そ
の
他
の
報
道
機
関
に
所
属
す
る
者

一
社
に
つ
き
一
人

二

前
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

原
則
と
し
て
受
付
け
の
順
序
に
従
っ
て
事
務
局
が
許
可
す
る
人
数

２

前
項
の
登
録
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
登
録
傍
聴
人
」
と
い
う
。
）
は
、
会
長
の
許
可
を
受
け
て
、
会
議

を
撮
影
し
、
録
画
し
、
又
は
録
音
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

登
録
傍
聴
人
は
、
前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
事
務
局
の
定
め
る
手
続
に
よ
り
申
請
す
る
と
と
も
に
、
会

議
を
撮
影
し
、
録
画
し
、
又
は
録
音
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
事
務
局
の
指
示
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

登
録
傍
聴
人
は
、
会
議
の
進
行
を
妨
げ
る
行
為
又
は
他
の
登
録
傍
聴
人
の
傍
聴
を
妨
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

５

会
長
は
、
登
録
傍
聴
人
が
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
ず
、
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
事
務
局
の
指
示

に
従
わ
ず
に
会
議
を
撮
影
し
、
録
画
し
、
若
し
く
は
録
音
し
た
と
き
、
又
は
前
項
に
規
定
す
る
行
為
を
し
た
と
き
は
、
退
場

を
命
ず
る
等
適
当
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
会
議
資
料
の
公
開
）

第
三
条

会
長
は
、
中
央
教
育
審
議
会
の
会
議
に
お
い
て
配
付
し
た
資
料
を
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
会
長
は
、

公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
公
平
か
つ
中
立
な
審
議
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
正
当
な
理

由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
会
議
資
料
の
全
部
又
は
一
部
を
非
公
開
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
議
事
録
の
公
開
）

第
四
条

会
長
は
、
中
央
教
育
審
議
会
の
会
議
の
議
事
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
会
長

は
、
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
公
平
か
つ
中
立
な
審
議
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
正
当

な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
議
事
録
の
全
部
又
は
一
部
を
非
公
開
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
議
事
録
の
全
部
又
は
一
部
を
非
公
開
と
す
る
場
合
に
は
、
会
長
は
非
公
開
と
し
た
部
分
に
つ
い
て
議

事
要
旨
を
作
成
し
、
こ
れ
を
公
開
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
中
央
教
育
審
議
会
の
決
定
の
日
（
平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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初
等
中
等
教
育
分
科
会
運
営
規
則

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
五
日

初
等
中
等
教
育
分
科
会
決
定

（

）

、

中
央
教
育
審
議
会
運
営
規
則

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
五
日
中
央
教
育
審
議
会
決
定

第
三
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き

初
等
中
等
教
育
分
科
会
運
営
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
趣
旨
）

第
一
条

初
等
中
等
教
育
分
科
会
（
以
下
「
分
科
会
」
と
い
う

）
の
議
事
の
手
続
そ
の
他
分
科
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事

。

項
は
、
中
央
教
育
審
議
会
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
八
十
号
）
及
び
中
央
教
育
審
議
会
運
営
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ

か
、
こ
の
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
部
会
）

第
二
条

分
科
会
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
分
担
さ
せ
る
た
め
、
部
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

一

初
等
中
等
教
育
の
教
育
課
程
に
関
す
る
重
要
事
項

二

教
育
職
員
の
養
成
並
び
に
資
質
の
保
持
及
び
向
上
に
関
す
る
重
要
事
項
並
び
に
教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
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律
第
百
四
十
七
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
中
央
教
育
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
い
う

）
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事

。

項
三

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
分
科
会
が
必
要
と
認
め
る
事
項

第
三
条

部
会
長
は
、
必
要
に
応
じ
、
当
該
部
会
に
属
さ
な
い
委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
を
、
会
議
に
出
席
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
部
会
の
議
決
）

第
四
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
部
会
の
議
決
を
も
っ
て
分
科
会
の
議
決
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

理
科
教
育
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
九
条
第
一
項
、
産
業
教
育
振
興
法
（
昭
和
二
十
六
年
法

律
第
二
百
二
十
八
号
）
及
び
教
育
職
員
免
許
法
の
規
定
に
基
づ
き
審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項

二

理
科
教
育
振
興
法
施
行
令

昭
和
二
十
九
年
政
令
第
三
百
十
一
号

第
二
条
第
二
項
及
び
産
業
教
育
振
興
法
施
行
令

昭

（

）

（

和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
五
号
）
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項

三

そ
の
他
分
科
会
に
お
い
て
あ
ら
か
じ
め
定
め
る
事
項

２

前
項
に
規
定
す
る
事
項
に
つ
い
て
部
会
が
議
決
し
た
と
き
は
、
部
会
長
は
、
速
や
か
に
、
分
科
会
長
に
そ
の
議
決
の
内
容
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を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
会
議
の
公
開
）

第
五
条

分
科
会
の
会
議
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
公
開
し
て
行
う
。

一

分
科
会
長
の
選
任
そ
の
他
人
事
に
関
す
る
事
項
を
議
決
す
る
場
合

二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
分
科
会
長
が
、
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
公
平
か
つ
中
立
な
審
議
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
場
合

（
会
議
の
傍
聴
）

第
六
条

分
科
会
の
会
議
を
傍
聴
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
初
等
中
等
教
育
企
画

（

「

」

。
）

。

、

課

以
下
こ
の
条
に
お
い
て

事
務
局

と
い
う

の
定
め
る
手
続
に
よ
り
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
だ
し

分
科
会
の
会
議
を
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
し
、
そ
の
人
数
は
、
原
則
と
し
て
当
該
各
号
に
掲

げ
る
人
数
と
す
る
。

一

放
送
機
関
、
新
聞
社
、
通
信
社
そ
の
他
の
報
道
機
関
に
所
属
す
る
者

一
社
に
つ
き
一
人

二

前
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

原
則
と
し
て
受
付
の
順
序
に
従
っ
て
事
務
局
が
許
可
す
る
人
数
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２

前
項
の
登
録
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
登
録
傍
聴
人
」
と
い
う

）
は
、
分
科
会
長
の
許
可
を
受
け
て
、

。

会
議
を
撮
影
し
、
録
画
し
、
又
は
録
音
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

登
録
傍
聴
人
は
、
前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
事
務
局
の
定
め
る
手
続
に
よ
り
申
請
す
る
と
と
も
に
、
会

議
を
撮
影
し
、
録
画
し
、
又
は
録
音
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
事
務
局
の
指
示
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

登
録
傍
聴
人
は
、
会
議
の
進
行
を
妨
げ
る
行
為
又
は
他
の
登
録
傍
聴
人
の
傍
聴
を
妨
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

５

分
科
会
長
は
、
登
録
傍
聴
人
が
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
ず
、
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
事
務
局
の

指
示
に
従
わ
ず
に
会
議
を
撮
影
し
、
録
画
し
、
若
し
く
は
録
音
し
た
と
き
、
又
は
前
項
に
規
定
す
る
行
為
を
し
た
と
き
は
、

退
場
を
命
ず
る
等
適
当
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
会
議
資
料
の
公
開
）、

。

、

、

第
七
条

分
科
会
長
は

分
科
会
の
会
議
に
お
い
て
配
付
し
た
資
料
を
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
だ
し

分
科
会
長
は

公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
公
平
か
つ
中
立
な
審
議
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
正
当
な
理

由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
会
議
資
料
の
全
部
又
は
一
部
を
非
公
開
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
議
事
録
の
公
開
）
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第
八
条

分
科
会
長
は
、
分
科
会
の
会
議
の
議
事
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
分
科
会
長

は
、
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
公
平
か
つ
中
立
な
審
議
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
正
当

な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
議
事
録
の
全
部
又
は
一
部
を
非
公
開
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
議
事
録
の
全
部
又
は
一
部
を
非
公
開
と
す
る
場
合
に
は
、
分
科
会
長
は
非
公
開
と
し
た
部
分
に
つ
い

て
議
事
要
旨
を
作
成
し
、
こ
れ
を
公
開
す
る
も
の
と
す
る
。

（
雑
則
）

第
九
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
分
科
会
の
議
事
の
手
続
そ
の
他
分
科
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
分
科

会
長
が
分
科
会
に
諮
っ
て
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
分
科
会
の
決
定
の
日
（
平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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初
等
中
等
教
育
分
科
会
運
営
規
則

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
七
日

初
等
中
等
教
育
分
科
会
決
定

中
央
教
育
審
議
会
運
営
規
則
（
平
成
二
十
一
年
二
月
十
日
中
央
教
育
審
議
会
決
定
）
第
三
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
初

等
中
等
教
育
分
科
会
運
営
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
趣
旨
）

第
一
条

初
等
中
等
教
育
分
科
会
（
以
下
「
分
科
会
」
と
い
う

）
の
議
事
の
手
続
そ
の
他
分
科
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事

。

項
は
、
中
央
教
育
審
議
会
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
八
十
号
）
及
び
中
央
教
育
審
議
会
運
営
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ

か
、
こ
の
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
部
会
）

第
二
条

分
科
会
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
分
担
さ
せ
る
た
め
、
部
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

一

初
等
中
等
教
育
の
教
育
課
程
に
関
す
る
重
要
事
項

二

教
育
職
員
の
養
成
並
び
に
資
質
の
保
持
及
び
向
上
に
関
す
る
重
要
事
項
並
び
に
教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
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律
第
百
四
十
七
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
中
央
教
育
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
い
う

）
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事

。

項
三

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
分
科
会
が
必
要
と
認
め
る
事
項

第
三
条

部
会
長
は
、
必
要
に
応
じ
、
当
該
部
会
に
属
さ
な
い
委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
を
、
会
議
に
出
席
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
部
会
の
議
決
）

第
四
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
部
会
の
議
決
を
も
っ
て
分
科
会
の
議
決
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

理
科
教
育
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
九
条
第
一
項
、
産
業
教
育
振
興
法
（
昭
和
二
十
六
年
法

律
第
二
百
二
十
八
号
）
及
び
教
育
職
員
免
許
法
の
規
定
に
基
づ
き
審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項

二

理
科
教
育
振
興
法
施
行
令

昭
和
二
十
九
年
政
令
第
三
百
十
一
号

第
二
条
第
二
項
及
び
産
業
教
育
振
興
法
施
行
令

昭

（

）

（

和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
五
号
）
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項

三

そ
の
他
分
科
会
に
お
い
て
あ
ら
か
じ
め
定
め
る
事
項

２

前
項
に
規
定
す
る
事
項
に
つ
い
て
部
会
が
議
決
し
た
と
き
は
、
部
会
長
は
、
速
や
か
に
、
分
科
会
長
に
そ
の
議
決
の
内
容
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を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
会
議
の
公
開
）

第
五
条

分
科
会
の
会
議
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
公
開
し
て
行
う
。

一

分
科
会
長
の
選
任
そ
の
他
人
事
に
関
す
る
事
項
を
議
決
す
る
場
合

二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
分
科
会
長
が
、
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
公
平
か
つ
中
立
な
審
議
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
場
合

（
会
議
の
傍
聴
）

第
六
条

分
科
会
の
会
議
を
傍
聴
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
初
等
中
等
教
育
企
画

課
（
こ
の
条
に
お
い
て
「
事
務
局
」
と
い
う

）
の
定
め
る
手
続
に
よ
り
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
分

。

科
会
の
会
議
を
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
し
、
そ
の
人
数
は
、
原
則
と
し
て
当
該
各
号
に
掲
げ

る
人
数
と
す
る
。

一

放
送
機
関
、
新
聞
社
、
通
信
社
そ
の
他
の
報
道
機
関
に
所
属
す
る
者

一
社
に
つ
き
一
人

二

前
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

原
則
と
し
て
受
付
け
の
順
序
に
従
っ
て
事
務
局
が
許
可
す
る
人
数



- 4 -

２

前
項
の
登
録
を
受
け
た
者
（
次
項
に
お
い
て
「
登
録
傍
聴
人
」
と
い
う

）
は
、
分
科
会
長
が
許
可
し
た
場
合
を
除
き
、

。

会
議
の
開
始
後
に
入
場
し
、
又
は
会
議
を
撮
影
し
、
録
画
し
、
若
し
く
は
録
音
し
て
は
な
ら
な
い
。

３

登
録
傍
聴
人
は
、
前
項
に
規
定
す
る
行
為
の
ほ
か
、
会
議
の
進
行
を
妨
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

、

。

４

前
二
項
に
規
定
す
る
行
為
を
行
う
者
に
対
し
て
は

分
科
会
長
は
退
場
を
命
ず
る
等
適
当
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る

（
会
議
資
料
の
公
開
）、

。

、

、

第
七
条

分
科
会
長
は

分
科
会
の
会
議
に
お
い
て
配
付
し
た
資
料
を
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
だ
し

分
科
会
長
は

公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
公
平
か
つ
中
立
な
審
議
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
正
当
な
理

由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
会
議
資
料
の
全
部
又
は
一
部
を
非
公
開
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
議
事
録
の
公
開
）

第
八
条

分
科
会
長
は
、
分
科
会
の
会
議
の
議
事
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
分
科
会
長

は
、
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
公
平
か
つ
中
立
な
審
議
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
正
当

な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
議
事
録
の
全
部
又
は
一
部
を
非
公
開
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
議
事
録
の
全
部
又
は
一
部
を
非
公
開
と
す
る
場
合
に
は
、
分
科
会
長
は
非
公
開
と
し
た
部
分
に
つ
い



- 5 -

て
議
事
要
旨
を
作
成
し
、
こ
れ
を
公
開
す
る
も
の
と
す
る
。

（
雑
則
）

第
九
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
分
科
会
の
議
事
の
手
続
そ
の
他
分
科
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
分
科

会
長
が
分
科
会
に
諮
っ
て
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
分
科
会
の
決
定
の
日
（
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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初
等
中
等
教
育
分
科
会
教
育
課
程
部
会
運
営
規
則

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
五
日

教

育

課

程

部

会

決

定

（

）

、

中
央
教
育
審
議
会
運
営
規
則

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
五
日
中
央
教
育
審
議
会
決
定

第
四
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き

初
等
中
等
教
育
分
科
会
教
育
課
程
部
会
運
営
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
趣
旨
）

第
一
条

初
等
中
等
教
育
分
科
会
教
育
課
程
部
会
（
以
下
「
部
会
」
と
い
う

）
の
議
事
の
手
続
そ
の
他
部
会
の
運
営
に
関
し

。

必
要
な
事
項
は
、
中
央
教
育
審
議
会
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
八
十
号

、
中
央
教
育
審
議
会
運
営
規
則
及
び
初
等
中

）

等
教
育
分
科
会
運
営
規
則
（
平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
五
日
初
等
中
等
教
育
分
科
会
決
定
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の

規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
専
門
部
会
等
）

第
二
条

部
会
に
、
部
会
の
決
定
に
よ
り
、
専
門
部
会
そ
の
他
の
審
議
組
織
（
以
下
「
専
門
部
会
等
」
と
い
う

）
を
置
く
こ

。
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と
が
で
き
る
。

２

専
門
部
会
等
の
主
査
及
び
主
査
代
理
は
部
会
長
が
指
名
す
る
。

３

専
門
部
会
等
の
主
査
は
、
必
要
に
応
じ
、
当
該
専
門
部
会
等
に
属
さ
な
い
委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
を
、
会
議
に

出
席
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
会
議
の
公
開
）

第
三
条

部
会
（
専
門
部
会
等
を
含
む
。
以
下
同
じ

）
の
会
議
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
公
開
し
て
行
う
。

。

一

部
会
長
の
選
任
そ
の
他
人
事
に
関
す
る
事
項
を
議
決
す
る
場
合

二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
部
会
長
が
、
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
公
平
か
つ
中
立
な
審
議
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
場
合

（
会
議
の
傍
聴
）

第
四
条

部
会
の
会
議
を
傍
聴
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
育
課
程
課
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
事
務
局
」
と
い
う

）
の
定
め
る
手
続
に
よ
り
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
部
会
の
会

。

議
を
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
し
、
そ
の
人
数
は
、
原
則
と
し
て
当
該
各
号
に
掲
げ
る
人
数
と
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す
る
。

一

放
送
機
関
、
新
聞
社
、
通
信
社
そ
の
他
の
報
道
機
関
に
所
属
す
る
者

一
社
に
つ
き
一
人

二

前
号
の
掲
げ
る
者
以
外
の
者

原
則
と
し
て
受
付
け
の
順
序
に
従
っ
て
事
務
局
が
許
可
す
る
人
数

２

前
項
の
登
録
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
登
録
傍
聴
人
」
と
い
う

）
は
、
部
会
長
の
許
可
を
受
け
て
、
会

。

議
を
撮
影
し
、
録
画
し
、
又
は
録
音
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

登
録
傍
聴
人
は
、
前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
事
務
局
の
定
め
る
手
続
に
よ
り
申
請
す
る
と
と
も
に
、
会

議
を
撮
影
し
、
録
画
し
、
又
は
録
音
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
事
務
局
の
指
示
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

登
録
傍
聴
人
は
、
会
議
の
進
行
を
妨
げ
る
行
為
又
は
他
の
傍
聴
人
の
傍
聴
を
妨
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

５

部
会
長
は
、
登
録
傍
聴
人
が
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
ず
、
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
事
務
局
の
指

示
に
従
わ
ず
に
会
議
を
撮
影
し
、
録
画
し
、
若
し
く
は
録
音
し
た
と
き
、
又
は
前
項
に
規
定
す
る
行
為
を
し
た
と
き
は
、
退
場

を
命
ず
る
等
適
当
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
会
議
資
料
の
公
開
）

第
五
条

部
会
長
は
、
部
会
の
会
議
に
お
い
て
配
付
し
た
資
料
を
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
部
会
長
は
、
公
開
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す
る
こ
と
に
よ
り
公
平
か
つ
中
立
な
審
議
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
正
当
な
理
由
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
会
議
資
料
の
全
部
又
は
一
部
を
非
公
開
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
議
事
録
の
公
開
）

第
六
条

部
会
長
は
、
部
会
の
会
議
の
議
事
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
部
会
長
は
、
公

開
す
る
こ
と
に
よ
り
公
平
か
つ
中
立
な
審
議
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
正
当
な
理
由

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
議
事
録
の
全
部
又
は
一
部
を
非
公
開
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
議
事
録
の
全
部
又
は
一
部
を
非
公
開
と
す
る
場
合
に
は
、
部
会
長
は
非
公
開
と
し
た
部
分
に
つ
い
て

議
事
要
旨
を
作
成
し
、
こ
れ
を
公
開
す
る
も
の
と
す
る
。

（
雑
則
）

第
七
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
部
会
の
議
事
の
手
続
そ
の
他
部
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
部
会
長
が

部
会
に
諮
っ
て
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
部
会
の
決
定
の
日
（
平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。



平成２６年１２月４日 

教 育 課 程 部 会 了 承 

 

平成２７年２月２５日 

教 育 課 程 部 会 

継 続 設 置 を 承 認 

 

教育課程企画特別部会の設置について 

 

「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方につ

いて（諮問）」を受け、各学校種又は各教科･科目ごとの改

訂の方向性に関する検討に先立ち、新しい時代にふさわしい

学習指導要領等の基本的な考え方や、教科･科目等の在り方、

学習･指導方法及び評価方法の在り方等に関する基本的な方

向性を検討するため、中央教育審議会初等中等教育分科会教

育課程部会の下に、教育課程企画特別部会を設置する。 



「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方に
ついて（諮問）」を受け、各学校種又は各教科･科目ごと
の改訂の方向性に関する検討に先立ち、新しい時代に
ふさわしい学習指導要領等の基本的な考え方や、教科･
科目等の在り方、学習･指導方法及び評価方法の在り方
等に関する基本的な方向性を検討

・初等中等教育の教育課程に
関する重要事項

・初等中等教育の振興に関する重要事項
・初等中等教育の基準に関する重要事項
・教育職員の養成並びに資質の保持及び
向上に関する重要事項

中央教育審議会（総会）

初等中等教育分科会

教育課程部会

教育課程企画特別部会

【第７期の主な審議事項】
・これからの学校教育を担う教職員やチームとしての学校の在
り方について（平成26年7月中教審総会にて諮問）
・道徳に係る教育課程の改善等について（平成26年10月中教
審総会にて答申）
・初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について
（平成26年11月中教審総会にて諮問）
・子供の発達や学習者の意欲・能力等に応じた柔軟かつ効果
的な教育システムの構築について（平成26年12月中教審総
会にて答申）

（幼稚園、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校）

【第７期の主な審議事項】
・幼保連携型認定こども園教育・保育要領の策定について（教
育課程部会の下に専門部会を設置し、厚労省社会保障審議
会との合同会議において検討、平成27年4月施行）
・土曜授業について（平成25年9月審議、11月省令改正）
・道徳に係る教育課程の改善等について（教育課程部会の下
に設置した「道徳教育専門部会」において検討）
・初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について
（教育課程部会の下に「教育課程企画特別部会」を設置）


